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改訂履歴 

 

版数 発行日 改訂履歴 

第 1.0 版 2021 年 7 月 19 日 初版作成 

第 1.1 版 2021 年 8 月 24 日 第 1.1 版作成 
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1. 本アプリについて 

1.1. 本アプリの概要 

本需要予測 AIアプリは SOINN株式会社(以下、SOINN)が開発した、需要予測 AIをグラフィ

カルユーザインタフェース(以下、GUI)上で操作し、ノーコードで AIモデルの構築から予測

可能なアプリです。 

1.2. 動作環境 

本アプリの動作には以下のシステム環境を推奨します。 

OS Windows 10 64bit 

CPU 2コア以上、2.4GHz以上 

メモリ 8 GB以上 

 

学習用の入力ファイルの形式は以下のとおりです。 

ファイル形式 CSVファイル 

時刻列 列名:time、形式：yyyyMMddHHmm 

データ列 列名: data、形式：数値 
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3. 学習 

3.1. 学習処理概要 

学習用の需要データ(csv ファイル)を用意頂き、GUI上で操作するのみで学習済みモデルを

作成できます。 
 

3.2. 学習の設定項目 

アプリの学習タブで、需要データの csvファイルを選択します。設定項目を GUI上で入力

し、「学習を実行」をクリックして学習します。 

 

図 3.2.学習タブ 
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需要データ 

学習に用いる時系列データの csvファイルを用意します。時刻列とデータ列に値が存在する

必要があります。 

天気データ 

天気データを学習/予測に使用する場合は「使用する」を選択します。天気データをインタ

ーネットから取得する場合は、地点を選択します。 

使用する特徴量 

学習/予測に使用する特徴量を選択します。デフォルトでは全てチェックが入っております

が、状況に応じて調整します。 

学習期間 

学習に使用するデータの期間を指定します。需要データの期間内で指定する必要がありま

す。 

検証期間 

学習したモデルの精度を検証する期間を指定します。正しく検証するために学習期間と重複

しないように注意します。 

休日 

需要データの期間内で、日本の法律上の休日/祝日以外の特有な休日がある場合は指定しま

す。 

メンテナンス日 

需要データの期間内で、メンテナンス日などの特有な日がある場合は需要傾向が変わるた

め、メンテナンス日として指定します。 

時間粒度(HH:MM:SS) 

需要データの時間粒度を指定します。  
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3.3. 学習の実行 

「学習を実行」をクリックすると学習が開始します。学習が完了するとアプリ画面の右に学

習結果のグラフと予測精度が表示されます。 

モデルを保存する場合は、モデル名を入力し、「モデルを保存」をクリックします。 

また、学習結果のグラフを保存したい場合は、「グラフ情報を CSVで保存」をクリックしま

す。 

また、インターネットから取得した天気データを保存したい場合は、「天気データを CSVで

保存」をクリックします。 

 

図 3.3.学習結果 
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3.4. 高度な設定 

3.2の「学習項目の設定」よりもさらに細かく設定を行う場合は、「高度な設定」から設定

を行います。 

 

図 3.4.高度な設定 

評価指標 

デフォルト：RMSE 

RMSE、ERROR、EEP、MAE※から選択できます。 

(※5.1用語説明参照) 

特徴量選択最適化 

デフォルト：実施しない 

「実施する」を選択すると、「使用する特徴量」で選択した特徴量の項目を最適化します。

「実施しない」に比べて学習に時間がかかります。 

ハイパーパラメータ最適化 

デフォルト：実施しない 

「実施する」を選択すると、AIアルゴリズム内部のハイパーパラメータを最適化します。 

「実施しない」に比べて学習に時間がかかります。 

平滑化 

デフォルト：実施しない 

「実施する」を選択すると、予測結果を滑らか補正にします。 
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4. 予測 

4.1. 予測処理概要 

予測日の当日より以前の需要データ(csvファイル)を用意頂き、学習項目で作成したモデル

を使用して予測を行います。 

4.2. 予測の設定項目 

アプリの予測タブで設定項目を GUI上で入力し、「予測を実行」をクリックして予測しま

す。 

 

図 4.2.予測タブ 
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モデルの読み込み 

予測に用いる学習済みモデルを選択して読み込みます。 

予測用需要データ 

予測開始日の 14日以上前から予測開始日直前までの、時系列データの csv ファイルを用意

します。学習の際と同様に時刻列とデータ列に値が存在する必要があります。 

予測用天気データ 

予測開始日の 14日以上前から予測開始日直前までの、予測用天気データを取得します。天

気データをインターネットから取得する場合は、地点を選択します。 

天気予報データ 

予測日用の天気データは天気予報を用います。天気予報をインターネットから取得する場合

は、地点を選択します。 

予測期間 

予測を行う期間をしていします。 

休日 

予測を行う期間内で、日本の法律上の休日/祝日以外の特有な休日がある場合は指定しま

す。 

メンテナンス日 

予測を行う期間内で、メンテナンス日などの特有な日がある場合は需要傾向が変わるため、

メンテナンス日として指定します。 
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4.3. 予測の実行 

「予測を実行」をクリックすると予測が開始します。予測が完了するとアプリ画面の右に予

測結果のグラフ。 

予測結果を保存する場合は、グラフ下の「グラフ情報を CSVで保存」をクリックします。 

また、予測時に使用した天気データを保存したい場合は、「予測開始日より 14日間の天気

データを CSVで保存」「予測期間の天気データを CSVで保存」をクリックします。 

 

図 4.3.予測結果 
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5. 付録  

5.1.用語説明 

表 5.1. 用語 

用語 説明 備考 

RMSE 

(Root Mean Squared Error：

平均二乗平方根誤差) 

各時刻の実測値と予測値の差

の二乗の合計値をサンプル数

で割り、平方根をとった値。 

 

ERROR 

(誤差) 

各時刻の実測値と予測値の差

の絶対値の合計を実測値の合

計で割った値。 

 

EEP 

(Expected Error Percentage) 

平均二乗誤差平方根誤差の実

測値の最大値に対する割合。 

 

MAE 

(Mean Asolute Error：平均

絶対誤差) 

各時刻の実測値と予測値の差

の絶対値の合計をサンプル数

で割った値。 
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